
を
講
師
に
実
施
。
い
ず
れ
も
申
し

込
み
が
必
要
で
す
。申
し
込
み
は
、

10
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
は
が
き
に

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
・

イ
ベ
ン
ト
名（
吟
行
会
は
期
日
も
）

を
書
い
て
、
〒
370
‐
0
8
0
2

並
榎
町
2
8
8
の
4　

村
上
鬼

城
記
念
館（
☎
0
2
7
・
3
8
6
・

8
9
0
4
）へ
。
定
員
を
超
え
た

と
き
は
抽
選
し
ま
す
。

村
上
鬼
城
記
念
館
特
別
企
画
展

「
鬼
城
の
俳
句
・
俳
画
の
魅
力
」

普
段
は
公
開
し
て
い
な
い
村
上

鬼
城
の
俳
句
や
俳
画
な
ど
を
展
示

し
ま
す
。
観
覧
料
5
0
0
円
が
か

か
り
ま
す
。

●
会
期
＝
11
月
3
日
㈷
〜
12
月
4

日
㈰

村
上
鬼
城
記
念
館
ミ
ニ
吟
行
会

●
期
日
＝
11
月
3
日
㈷
・
12
日
と

19
日
の
土
曜
日　

●
時
間
＝
午
前

9
時
30
分
〜
正
午　

●
内
容
＝
記

念
館
や
そ
の
周
辺
を
散
策
し
な
が

ら
俳
句
を
詠
む　

●
定
員
＝
各
回

10
人　

●
費
用
＝
無
料

俳
句
入
門
日
曜
講
座

●
日
時
＝
11
月
6
日
〜
27
日
の
日

　

村
上
鬼
城
は
1
8
6
5
年
に
江

戸
に
生
ま
れ
、
8
歳
の
時
、
家
族

と
と
も
に
高
崎
へ
移
り
住
み
ま
し

た
。
当
初
は
軍
人
を
志
し
ま
し
た

が
、
突
然
の
耳
の
病
気
の
た
め
に

断
念
。
そ
の
後
は
正
岡
子
規
の
弟

子
に
な
り
、
俳
句
の
道
へ
と
進
み

ま
し
た
。

　

村
上
鬼
城
記
念
館
に
は
、
鬼
城

が
晩
年
を
過
ご
し
た「
鬼
城
草
庵
」

と
、作
品
や
資
料
を
展
示
す
る「
記

念
館
」
が
あ
り
、
4
月
か
ら
市
有

化
さ
れ
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
て
い

る
作
品
や
資
料
は
、鬼
城
の
生
家
・

村
上
家
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で

す
。
自
筆
の
俳
句
と
俳
画
が
書
か

れ
た
掛
け
軸
、
愛
用
の
硯す
ず
りや
火
鉢

な
ど
、貴
重
な
資
料
が
並
び
ま
す
。

　

市
は
、
市
有
化
を
記
念
し
て
イ

ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。い
ず
れ
も
、

会
場
は
村
上
鬼
城
記
念
館
で
す
。

　

吟
行
会
と
日
曜
講
座
は
、
鬼
城

ゆ
か
り
の
俳
誌
『
櫻さ

く
ら
そ
う草』
の
選
者

市
は
、
村
上
鬼き
じ
ょ
う城
記
念
館
（
並
榎
町
）
が
4
月
か
ら
市
有
化
さ

れ
た
こ
と
を
記
念
し
、
関
連
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。

今
回
号
で
は
、
村
上
鬼
城
や
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
紹
介
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、文
化
課（
☎
0
2
7
・
3
2
1
・
1
2
0
3
）へ
。

曜
日
、
午
前
10
時
〜
正
午
、
計
4

回　

●
内
容
＝
俳
句
の
詠
み
方
の

基
礎
を
学
ぶ　

●
定
員
＝
15
人

●
費
用
＝
無
料　

●
そ
の
他
＝
参

加
者
に
は
歳
時
記（
冬
）と
ノ
ー

ト
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す

2022．10．1（22）

高
崎
を
愛
し
た
俳
句
の
偉
人

村
上
鬼
城
記
念
館
が
市
有
化

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
す

近
代
俳
句
の
偉
人・村
上
鬼
城

村上鬼城記念館案内

●開館時間＝午前 10時～
午後 5 時（入館は閉館の
30分前まで）
●開館日＝金～日曜日、祝
日（年末年始を除く）
●観覧料＝ 500 円（65歳
以上と中学生以下は無料）

N
高崎警察署

並榎町

並榎住宅
団地入口至前橋

国
道
17
号

スギ薬局
住吉町

西小学校入口
並榎町西

村上鬼城記念館

■周辺図

駐車場はありません。お越しの際はバスなど
をご利用ください

鬼城は草庵を「並榎村舎」と呼んだ鬼城は草庵を「並榎村舎」と呼んだ創作活動に励んだ書斎創作活動に励んだ書斎

小鳥この頃　音もさせずに　来て居りぬ 村上鬼城

を
講
師
に
実
施
。
い
ず
れ
も
申
し

曜
日
、
午午
前前
100
時
〜
時
〜
正
午
正
午
、
計
、
計
44

鬼
城

シネマテークたかさき
（☎027-325-1744）

（
敬
称
略
）

川
柳　

お
ら
ほ
う
の
言
葉今

月
の
お
題
「
お
く
り
」

　舞台は北の離島の港町。島の水産加
工場で働く登美子の夫は、30年前に
突然姿を消して未だに行方不明のま
ま。彼はなぜいなくなったのか。生き
ているのかどうか、それすらわかりま
せん。登美子に想

おも

いを寄せる漁師の春
男がいますが、彼女はただただ夫の帰

りを待つばかり。そんな登美子のもと
に、2年前に失踪した夫を探す看護師
の奈美が現れます。彼女は自分のなか
で折り合いをつけるために夫が「いな
くなった理由」を探していました。2
人の「待つ女」、それぞれの想いが力
強く描かれていきます。　　　（小林）

（
敬
（
敬
（
敬
（

称
略
称
略
）

今
月
今
月
今
月
今今今

の
お
の
お
題題
「「「「「
おおおおおお
く
り
」」

●歩いて見た世界～ブルース・チャト
ウィンの足跡（イギリス他、9/30 ～
10/13) 監 ベルナー・ヘルツォーク 
出 ベルナー・ヘルツォーク
●スペンサー～ダイアナの決意（イギ
リス他、10/14 ～未定） 監 パブロ・ラ
ライン 出 クリステン・スチュワート
●A

ア カ イ

KAI（日本、10/14 ～ 27) 監 赤
井英五郎 出 赤井英和
●ミーティング・ザ・ビートルズ・イン・
インド（カナダ、10/21～11/3) 監 ポー
ル・サルツマン 出 デビッド・リンチ

（23）高崎市役所 ☎027-321-1111

　

今
月
の
お
題
は
「
お
く
り
」
で

「
奥
、
奥
の
間
」
を
意
味
す
る
お

ら
ほ
う
の
言
葉
で
す
。

　

虫
歯
だ
っ
た
お
く
り
の
歯
の
治

療
が
や
っ
と
終
わ
っ
た
ん
さ
。
一

緒
に
親
知
ら
ず
抜
い
た
り
神
経
抜

い
た
り
、
ま
ー
ず
大
変
だ
っ
た
ん

よ
。

　

今
日
は
紹
介
し
た
い
教
室
が
あ

る
か
ら
ち
ょ
っ
と
聞
い
て
く
ん
な

い
。
11
月
23
日
㈷
に
、
な
ん
と
お

ら
ほ
う
の
言
葉
を
テ
ー
マ
に
し
た

川
柳
教
室
が
あ
る
ん
さ
。
詳
し
い

内
容
は
本
紙
14
ペ
ー
ジ
を
見
て
く

ん
な
い
。
私
も
勉
強
と
取
材
を
兼

ね
て
参
加
し
て
え
な
ぁ

　

次
回
の
お
題
は
「
え
ん
と
」
で

「
座
る
」
を
意
味
し
ま
す
。「
え
ん

と
し
て
い
い
子
で
待
っ
て
て
ね
」

の
よ
う
に
使
い
ま
す
。

　

応
募
は
10
月
15
日
㈯
ま
で

に
、
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
（

0
2
7
・
3
2
8
・
2
7
2
6
）
で

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
書
い

て
、
広
報
広
聴
課
（
☎
0
2
7
・

3
2
1
・
1
2
0
5
）へ
。
E
メ
ー

ル
で
の
応
募
はkouhou@

city.
takasaki.gunm

a.jp

へ
。

千夜、一夜
日本　10/14㈮～11/3㈷

監 久保田直
田中裕子／尾野真千子／安藤政
信／ダンカン

出

夏
服
を　

お
く
り
に
終し
ま

う　

彼
岸
明
け

                                 　
　
（
上
中
居
町　

平
野　

道
子
）

お
く
り
に
は　

母
と
嫁
い
だ　

桐
簞た
ん
す笥

                                

　
（
乗
附
町　

高
橋　

ア
サ
子
）

若
き
日
に　

お
く
り
に
し
ま
っ
た　

ラ
ブ
レ
タ
ー

                                 　
（
箕
郷
町
上
芝　

関
口　

春
道
）

彼
氏
来
る　

お
く
り
の
部
屋
に　

父
が
い
る

                                 （
吉
井
町
多
比
良　

藤
澤　

祐
介
）

か
く
れ
ん
ぼ　

何ど

こ処
に
い
る
か
な　

お
く
り
か
な

                                 　
　
　
　
　
（
新
町　

杉
本　

曉
）

寝
静
ま
り　

戸
棚
の
お
く
り
の　

く
し
だ
ん
ご

                                 　
（
上
小
塙
町　

山
田　

み
ゆ
き
）

お
く
り
に
は　

先
祖
居
並
ぶ　

写
真
館

                                    　
　
　
（
町
屋
町　

桜
井　

覚
）


